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論

塩
鉄
論
は
前
刷
出
武
帝
の
婚
前
政
策
の
是
非
を
中
心
と
し
て
、
政
府
当
路

者
、
と
疋
間
代
表
者
、
と
の
聞
に
闘
わ
さ
れ
た
論
争
を
出
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

論
議
は
内
政
、
外
交
、
道
徳
、
哲
学
な
ど
多
〈
の
分
野
区
及
ぶ
が
、
塩
鉄

諭
と
題
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
察
せ
ら
れ
る
様
に
、
そ
の
重
点
は
塩
鉄
専

売
を
始
め
と
す
る
経
済
問
題
に
あ
る
を
み
る
を
得
ょ
う
。
重
点
が
経
済
に

置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
当
時
町
政
治
の
中
心
課
均
か
、
社
会
。
当

面
す
る
最
大
の
問
題
が
経
済
に
あ
っ
た
事
を
物
語
る
。

当
時
、
周
以
来
の
封
建
制
度
は
崩
壊
し
去
っ
て
、
秦
漠
的
中
央
集
権
、

君
権
支
配
の
郡
県
制
が
既
に
確
止
し
て
い
た
。
半
世
紀
に
亙
り
中
入
慌
帝
国

に
君
臨
し
た
武
帝
は
、
そ
の
絶
対
的
権
威
・
権
力
に
よ
っ
て
、
社
会
の
エ

不
ル
ギ
!
の
総
量
を
投
入
し
て
、
内
治
に
外
交
に
東
洋
史
上
空
前
の
陣
か

し
い
成
果
を
収
め
た
。

Fコ

研
究
1
1
1

第
八
十
一
一
巻

ノ1、

第
五
号

桑

田

幸

し
か
る
に
「
物
極
而
衰
」
開
聞
と
い
う
通
り
、
そ
の
輝
か
し
い
治
績
の

真
に
、
経
済
的
、
社
会
的
危
機
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
ω

こ
の
危
機
を
克

服
せ
ん
と
す
る
武
帝
の
後
継
者
の
努
力
の
表
れ
が
塩
鉄
論
争
で
あ
る
と
見

る
こ
ー
と
が
で
き
る
。

百
家
争
鳴
の
戦
同
時
代
、
焚
し
吉
比
師
、
黄
老
流
行
の
時
代
を
経
て
、
叩

く
武
帝
の
下
に
確
固
た
る
自
己
主
見
出
し
た
儒
学
は
、
い
ま
帝
国
主
義
的

政
治
体
制
再
制
に
際
会
し
て
、
法
術
思
加
と
対
決
す
べ
き
運
命
に
あ
っ
た
。

大
夫
桑
弘
羊
こ
そ
法
家
者
流
の
代
表
省
と
目
さ
れ
る
。
当
路
の
責
任
者
た

る
彼
の
主
張
之
、
こ
れ
に
対
立
す
る
情
家
者
流
の
一
平
一
張
と
を
、
比
較
的
公

平
に
収
録
し
て
い
る
ζ

k
は
、
塩
鉄
諭
の
一
つ
町
一
特
徴
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
塩
鉄
論
成
立
に
至
る
社
会
、
経
済
史
的
背
日
以

を
捕
写
し
て
、
モ
白
歴
史
的
意
義
を
検
討
し
、
次
に
塩
鉄
諭
の
分
析
に
入

っ
て
、
相
対
立
す
る
二
つ
の
思
潮
の
淵
減
、
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

桑
弘
羊
の
腕
鉄
専
売
諭
を
採
り
上
げ
、
こ
れ
が
批
判
を
試
み
る
。



「
塩
鉄
諭
」
成
立
白
背
景

法
治
帝
国
棄
を
打
倒
し
た
漢
朝
は
、
法
律
を
簡
約
に
L
禁
制
を
撤
廃
し

田
租
を
軽
減
す
る
な
ど
、
民
生
安
定
に
努
め
た
。
方
、
商
品
を
ス
ト
ッ

ク
し
て
価
格
騰
貨
に
よ
る
投
機
を
計
る
商
人
が
現
れ
た
の
で
、
い
一
両
但
は
尚

人
目
絹
服
着
用
、
乗
車
を
禁
じ
、
租
税
を
増
徴
す
る
な
y
、
そ
の
勢
力
D

抑
圧
を
図
っ
た
。
二
代
恵
帝
、
高
后
の
問
、
天
下
漸
く
平
隠
と
な
り
、
商

買
の
律
を
弛
め
た
が
、
商
人
階
級
の
仕
官
を
禁
じ
h
o
官
吏
の
俸
給
等
国

庫
の
経
費
は
、
団
組
や
、
書
拭
な
る
人
頭
税
で
賄
い
、
山
川
・
困
地
市

井
の
租
税
は
少
府
に
収
め
て
天
子
の
悲
的
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
正
し
た
。

三
代
文
帝
は
み
ず
か
ら
倹
節
の
範
を
垂
れ
た
が
、
百
姓
は
本
(
操
業
〉
を

棄
て
て
末
(
商
工
業
)
に
趨
る
凧
が
生
じ
た
。
こ
こ
に
於
て
買
詞
の
上
表

あ
り
、
始
め
て
籍
田
を
聞
き
天
子
親
誹
し
て
「
抑
商
納
轟
」
の
農
本
政
策

が
採
用
せ
ら
れ
た
。
以
後
五
代
武
帝
即
位
(
紀
元
前
一
四

O
年
)
の
初
出

に
至
る
七

0
年
間
、
漢
民
族
は
極
め
て
半
l

和
な
最
か
な
時
代
を
経
験
し
た
。

同
時
に
国
民
の
聞
に
貧
富
の
差
が
増
大
し
、
消
費
生
活
は
著
修
に
流
れ
て

来
た
。
と
も
あ
れ
武
帝
即
位
の
頃
、
漢
帝
国
は
最
も
充
実
L
、
社
会
的
、

経
済
的

r安
定
し
た
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
る
に
武
帝
の
雄
材
大
略
が
発
揮
せ
ら
れ
、
旬
奴
、
西
南
夷
等
に
対

す
る
積
極
的
武
力
誌
策
が
実
施
せ
ら
れ
る
色
、
忽
ち
財
政
は
急
を
告
げ
た
。

そ
こ
で
売
蕗
、
厩
罪
、
或
い
は
見
知
、
廃
格
等
の
弥
相
時
的
増
収
液
が
採
ら

れ
た
。
外
征
殊
に
旬
奴
遠
征
に
要
す
る
兵
印
転
漕
並
び
に
賞
賜
等
の
費
用

桑

弘

芋

の

専

売

前

は
莫
大
で
、
大
農
陳
蔵
の
一
銭
は
欠
乏
し
、
賦
税
も
端
き
、
遂
に
天
子
の
内

精
よ
り
補
則
を
仰
ぐ
に
至
っ
た
。
た
主
た
ま
山
東
に
水
災
あ
り
、
郡
国
及

び
中
央
の
財
政
は
愈
々
材
料
し
た
。
し
か
も
寓
府
大
買
は
独
り
五
刺
を
牟

り
、
殊
に
治
鉄
煮
塩
の
業
者
は
財
万
金
世
出
品
ね
つ
つ
国
家
の
急
を
省
み
な

か
っ
た
。
武
帝
は
公
卿
L

と
議
し
て
百
方
財
政
の
筑
を
め
く
ら
ナ
こ
L
E

と
な

お
ふ
山
も
、
幣
制
改
革
主
岡
り
、
自
肱
皮
幣
、
白
金
三
品
を
造
る
。
し
か

し
郎
錆
か
盛
一
行
L
、
財
政
的
に
充
分
な
効
史
を
挙
げ
得
な
い
。
こ
こ
に
お

い
て
、
斉
の
大
漁
塩
家
東
判
成
陽
と
、
市
陽
の
大
鋳
鉄
業
孔
僅
の
両
名
を

大
農
次
官
に
任
じ
、
彼
等
の
建
旨
に
よ
り
塩
鉄
専
売
策
が
採
川
せ
ら
れ
る
。

更
に
相
軍
、
持
銭
。
新
税
を
設
け
、
又
商
人
の
白
土
所
有
を
禁
ず
る
。
孔

僅
は
後
に
大
農
と
な
り
、
侍
中
の
職
に
あ
っ
た
秦
弘
羊
が
大
農
丞
(
抗
官
)

E
な
っ
て
諸
の
会
計
事
務
を
管
理
す
る
。
政
府
は
更
に
均
輸
を
設
け
て
貨

物
の
貢
納
を
円
滑
に
し
、
告
婚
な
る
密

L

号
制
度
を
採
吊
し
脱
税
者
の
財
物

を
盛
に
没
収
す
る
。
か
く
て
財
政
は
漸
く
些
か
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
武
帝

の
大
略
は
再
び
内
外
に
発
出
仰
せ
ら
れ
る
。
阿
域
と
の
通
人
文
、
南
越
、
朝
鮮
、

大
」
旬
、
何
奴
の
征
討
、
大
規
艇
な
国
内
巡
幸
、
封
禅
等
白
第
四
、
高
楼
大

度
寺
観
O
造
営
等
々
、
財
政
支
出
は
止
ま
る
所
を
知
ら
向
。
ム
ー
や
大
山
匿
を

主
管
す
る
桑
弘
羊
は
、
更
に
平
準
を
設
け
て
天
下
の
貨
物
を
能
断
し
、
富

商
大
買
が
従
来
収
め
来
っ
た
巨
利
を
国
家
の
掌
中
に
奪
取
す
る
a

そ
の
結

果
、
民
の
賦
を
増
さ
ず
し
て
国
障
は
充
満
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
大
軍
之
後
県
壮
一
小
復
」
話
と
一
苧
ノ
通
り
、
社
会

一
般
の
蒙
っ
士
打
撃
は
甚
大
で
あ
っ
士
。
連
年
に
E
る
獄
月
、
重
説
、
塩

第
八
十
三
巻

第
五
日

71 



桑

弘

羊
f

の

専

売

諭

鉄
専
売
主
の
他
の
経
済
統
制
、
厳
法
重
刑
政
策
等
の
庄
迫
に
堪
え
か
ね
て
、

「
商
買
は
中
家
以
上
大
抵
破
産
し
、
農
民
は
競
う
て
流
亡
し
田
地
荒
廃
、

城
郭
空
虚
、
糟
糠
に
も
飽
か
ず
し
て
人
復
た
相
食
む
」
状
況
と
な
っ
た
。

深
刻
な
社
会
不
砲
の
う
ち
に
武
帝
は
世
を
去
り
、
僅
か
八
歳
の
昭
帝
が
即

位
す
る
。
遺
詔
を
受
け
た
零
光
、
金
日
間
、
桑
弘
芋
、
回
千
秋
の
囚
名
が

こ
れ
を
輔
佐
L
た
。
即
位
後
六
年
(
紀
元
前
八
一
年
)
都
国
に
詔
し
て
賢

良
文
学
の
土
を
羊
げ
、
問
う
に
民
聞
の
疾
苦
す
る
所
を
以
て
し
、
こ
己
に

塩
鉄
の
議
が
起
っ
た
。
次
の
宜
帝
の
代
、
汝
商
の
桓
寛
が
之
を
撰
集
し
て

"
 

塩
鉄
諭
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

ω
司
馬
遷
摂
、
史
記
平
準
書

加
藤
繁
博
士
訳
註
、
史
一
記
平
準
書
-
漢
書
宣
貨
志

制
加
藤
鱒
博
士
著
支
那
経
済
史
考
証
上
巻
五
、
漢
代
に
於
け
る

国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
区
別
並
に
帝
室
財
政
一
斑
参
照

同
開
班
固
撰
漢
書
食
貨
志
上
買
誼
説
上
目
今
背
木
而
趨
末
食
者
甚

衆
是
天
下
之
大
残
也
淫
修
之
栴
目
日
以
長
是
天
下
之
大
賊
也
今

殴
民
而
帰
之
農
皆
著
於
本
位
天
下
各
宜
其
力
末
技
博
企
之
氏
転
而
縁

南
鴨
則
高
積
足
而
人
楽
其
所
会
可
以
為
富
安
天
下

川
明
史
記
平
準
書
、
京
師
之
銭
累
日
万
貫
朽
而
不
可
棋
太
宜
之
粟
隙
隙

相
囚
充
溢
露
積
於
外
主
腐
敗
不
可
食

そ
り
反
面
、
旬
奴
に
対
し
て
は
屈
層
的
な
懐
柔
策
が
採
用
せ
ら
れ

伺
漢
書
百
官
公
卿
表

治
栗
内
史
泰
官
掌
穀
貨
有
両
ゑ
景
帝
後
元
年

第
八
十
=
巻

。
第
五
号

回

更
名
大
農
令
武
帝
太
初
元
年
更
名
大
司
農
属
官
有
太
倉
均
輸
平
準
都

内
籍
田
五
令
丞

仙
川
穂
積
文
雄
博
士
著
、
支
那
貨
幣
芳
、
物
品
貨
幣
考
お
よ
び
軟
貨
考

参
照

的
史
記
平
準
書
楊
可
告
緒
偏
天
下
中
家
以
上
大
抵
皆
過
止
門
町

拍
都
国
碍
銭
符
民
財
物
以
億
計
県
官
有
権
鉄
締
銭
之
佐
用
益
鏡

会
仙
明
塩
鉄
諭
来
通
第
十
五
(
文
学
〕

漢
書
食
貨
志

川
明
漢
書
草
千
秋
列
伝

帥
判
漢
書
車
千
秋
列
伝
昔
、
主
宣
帝
時
汝
南
担
究
次
公
治
公
芋
春
鮎

挙
為
郎
宝
庫
一
札
大
守
丞
博
通
普
属
文
推
桁
塩
鉄
之
議
増
広
来
日
極
其

論
難
著
数
万
言
亦
故
以
明
治
乱
成
一
家
之
法
荒

「
塩
欽
論
E

の
構
成
1
1
1
二
つ
の
思
削

塩
鉄
諭
凡
て
六
十
摘
、
明
の
捺
禎
泣
び
に
こ
れ
に
倣
っ
た
情
の
張
敦
仁
、

王
先
謙
は
、
全
書
を
十
巻
に
分
ち
、
明
の
張
之
象
は
十
二
巻
に
分
つ
。
上

下
一
一
巻
に
分
つ
も
白
も
あ
乱
。
全
書
を
通
覧
す
る
に
、
大
夫
桑
弘
羊
等
政

府
当
路
者
と
、
賢
良
文
学
す
な
わ
ち
民
間
代
表
儒
者
と
の
弁
駁
が
互
に
相

連
続
し
て
居
り
、
巻
に
よ
る
医
分
は
被
然
た
る
も
の
で
は
な
い
。
六
十
篇

の
う
ち
、
第
一
篇
か
ら
第
四
十
一
筋
(
以
下
前
段
之
呼
ぶ
)
ま
で
は
、
栴

鉄
会
議
の
公
式
の
介
前
を
伝
え
、
第
四
十
二
篇
以
下
(
以
下
後
段
と
呼
ぶ
)



は
会
議
後
の
余
談
、
末
尾
の
雑
論
第
六
十
は
後
序
と
み
ら
れ
る
。

後
段
は
、
第
五
十
三
篇
ま
で
の
十
二
篇
は
、
概
ね
対
外
政
策
を
論
ず
る

も
の
で
、
大
夫
側
の
帝
凶
主
義
的
な
武
点
外
交
論
に
剤
L
、
文
字
側
は
道

徳
に
基
く
内
治
を
先
と
し
、
近
き
よ
り
遠
き
に
及
ぼ
す
徳
化
平
和
外
交
を

主
張
す
る
。
第
五
十
四
篇
以
下
の
六
痛
は
、
概
ね
対
内
政
策
を
主
題
と
し
、

大
夫
側
。
厳
法
重
刑
を
主
と
す
る
法
術
的
国
家
主
義
理
論
に
対
し
、
文
学

側
は
徳
教
礼
儀
の
儒
教
的
政
治
理
長
酬
を
以
て
応
酬
す
る
。
い
ま
嵐
鉄
論
研

究
の
範
囲
を
経
済
乃
至
財
政
に
限
定
す
る
場
合
、
焦
点
は
お
の
づ
か
ら
前

段
に
し
ぼ
ら
れ
よ
う
。

前
段
に
は
、
概
ね
大
夫
側
の
論
説
と
こ
れ
に
対
す
る
文
学
側
の
反
論
と

を
以
て
一
対
と
す
る
対
話
が
、
凡
そ
百
五
回
含
ま
れ
て
い
る
。
論
者
は
、

ま
ず
太
夫
側
で
は
御
史
大
夫
桑
弘
羊
が
そ
の
う
も
七
十
八
回
を
占
出
、
御

史
が
十
一
回
、
丞
相
史
が
十
三
回
、
丞
相
田
(
車
)
千
秋
が
二
回
で
あ
る
。

御
史
お
よ
び
丞
相
史
は
夫
々
御
史
大
夫
及
び
丞
相
の
属
僚
で
あ
っ
て
、
民

者
「
担
寛
は
「
阿
窓
荷
台
の
徒
、
何
ぞ
算
ふ
る
に
足
ら
ん
」
と
評
し
て
い
る
。

丞
相
田
千
駄
の
発
言
は
僅
か
二
回
で
あ
り
、
し
か
も
共
に
諮
問
の
語
で
あ

る
d

以
四
者
?
っ
ち
主
役
と
目
さ
れ
る
の
は
桑
弘
羊
で
あ
り
、
そ
れ
は

前
節
に
見
た
彼
の
経
歴
に
徴
し
て
も
当
然
白
事
と
思
わ
れ
る
。

桑
弘
羊
は
自
b
「
余
は
十
一
二
歳
に
し
亡
仕
官
し
、
六
十
余
年
を
歴
て
卿

大
夫
の
位
に
井
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
恥
が
、
文
学
の
塩
鉄
専
売
廃
止
論

に
応
へ
た
彼
の
答
九
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
彼
の
論
説
は
政
治
的
体
験
に

基
き
、
社
会
の
現
実
よ
り
発
す
る
u

功
利
、
利
己
の
心
理
が
人
間
の
本
性

桑
臥
羊
丹
一
専
売
前

で
あ
る
乙
と
を
彼
は
卒
直
に
認
め
る
。
司
馬
遼
の
所
謂
天
下
壌
境
皆
為

利
使
」
が
そ
の
ま
主
彼
の
信
条
で
あ
る
。
儒
家
の
「
清
貧
に
甘
ん
じ
て
仁

を
な
す
」
生
活
理
念
の
釦
き
は
、
経
済
生
活
に
お
け
る
落
伍
者
の
自
己
弁

護
に
す
ぎ
ぬ
と
す
弘
ロ
儒
誕
倫
理
の
汰
本
た
る
「
享
」
も
、
物
質
的
裏
付

け
を
伴
う
の
で
な
け
れ
ば
虚
礼
に
堕
L
、
廟
堂
に
立
つ
為
政
者
は
須
ら
く

経
済
生
活
白
成
功
者
た
る
を
要
す
る
と
な
尤
農
工
・
向
は
い
ず
れ
も

社
会
的
川
、
産
業
的
分
業
の
一
翼
を
担
う
て
社
会
の
福
祉
に
貢
献
す
る
も
の

で
あ
り
、
儒
ぷ
の
徒
の
如
く
、
耕
さ
ず
し
て
企
う
者
多
き
は
当
世
の
挺
忠

で
あ
る
と
い
う
。
特
に
哨
築
資
本
の
活
動
や
、
そ
の
蓄
積
は
、
国
富
増
大

白
有
力
な
手
段
と
認
め
弘
e

唯
、
そ
の
勢
の
赴
く
所
、
市
場
宇
自
由
に
操

縦
し
、
天
下
の
富
を
緊
め
、
以
て
貧
富
の
舷
隔
を
激
威
し
、
遂
に
は
強
大

な
富
力
を
特
ん
で
君
権
法
配
を
逸
脱
す
る
危
険
あ
り
と
し
て
、
こ
こ
に
経

済
統
制
の
恨
拠
を
見
出
す
。
々
し
て
経
済
統
制
の
一
七
デ
ル
と
し
て
「
管
子

の
軽
重
白
術
」
な
ど
を
挙
げ
か
。
貿
易
に
つ
い
て
は
国
富
増
進
、
文
悶
に

対
す
る
寄
与
の
他
、
対
外
謀
略
的
効
果
を
も
認
め
恥
。
貨
幣
制
度
に
つ
い

て
は
、
従
来
ナ
ね
鋳
の
燐
の
大
き
か
っ
た
こ
在
、
中
先
集
権
的
統
一
貨
幣
制

度
佐
立
。
要
を
述
べ
る
。
要
す
る
に
桑
弘
羊
は
、
そ
の
現
実
的
、
唯
物
的

傾
向
、
消
工
業
貿
易
の
重
視
、
経
済
統
制
等
、
重
要
な
諸
古
川
に
お
い
て
管

子
の
思
想
に
近
い
。
官
国
強
兵
、
厳
法
重
刑
等
の
考
え
万
に
は
商
棋
の
影

響
が
窺
わ
れ
る
。
経
済
生
活
に
お
け
る
利
己
心
、
貧
富
懸
隔
の
是
認
、
商

業
資
本
家
的
経
済
観
等
の
点
は
司
馬
遷
に
共
通
す
る
も
の
が
一
認
め
ら
れ
る

が
、
基
本
的
に
は
法
家
思
必
の
流
れ
を
汲
む
者
と
断
ず
る
」
事
が
出
来
る
。

第
八
寸
三
巻

第
五
号

五



桑

弘

羊

の

専

芳

論

次
に
民
間
代
表
の
賢
良
文
γ
子
の
側
に
焦
点
を
移
す
。
前
段
に
於
け
る
文

学
の
発
言
は
七
十
九
回
(
第
一
篇
よ
り
第
二
八
篇
ま
で
〕
、
賢
良
が
二
十

六
回
(
第
二
八
情
以
下
)
を
数
え
る
。
雑
論
第
六
十
に
は
「
賢
良
茂
陵
唐

生
、
文
学
魯
万
生
の
倫
六
十
余
人
」
と
あ
り
、
六
十
余
人
。
中
、
賢
良
、

文
学
が
夫
々
何
人
宛
か
は
不
明
で
あ
る
。
地
方
郡
固
か
ら
選
抜
せ
ら
れ
た

儒
学
の
徒
を
概
括
し
て
撰
者
相
克
が
「
賢
良
文
学
」

k
抽
象
的
に
表
現
し

た
も
の
主
思
わ
れ
ゐ
o

賢
良
と
文
学
と
は
、
制
度
上
の
地
位
は
多
少
県
る

様
で
あ
る
が
、
強
い
て
区
別
す
る
要
は
な
い
と
思
う
。

儒
生
若
く
は
其
の
出
身
者
で
あ
る
賢
良
、
文
学
の
思
想
が
、
儒
家
の
系

統
に
属
す
る
こ
と
は
=
一
口
を
倹
た
な
い
。
内
に
向
つ
て
は
家
族
道
徳
並
び
に

礼
教
を
以
て
社
会
秩
序
を
維
持
し
、
外
に
対
し
て
は
道
徳
に
よ
る
風
化
を

主
ー
と
し
て
異
民
族
を
川
町
服
せ
し
む
る
を
以
て
政
治
の
要
請
と
す
る
。
経
済

を
以
て
道
徳
の
件
女
主
観
じ
、
北
(
白
先
行
条
件
と
し
て
の
み
認
め
重
ん
ず

る
。
生
産
に
つ
い
て
は
、
重
良
思
想
特
に
孟
子
の
井
田
説
、
自
然
重
視
の

思
想
に
傾
く
。
経
済
統
制
撤
廃
、
商
工
国
営
廃
止
を
主
張
ず
る
り
も
、
農

業
を
経
済
生
活
の
大
宗
た
る
地
位
に
引
戻
し
、
商
工
業
の
進
出
を
抑
制
し

て
、
農
耕
中
心
の
素
朴
社
会
に
復
元
せ
ん
と
の
意
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
…
。

文
学
等
は
財
の
流
通
に
つ
い
て
は
借
ど
触
れ
な
い
e

そ
む
こ
と
自
体
が
彼

ぉ

等
の
重
農

l
商
工
業
軽
視
の
思
潮
を
物
語
る
。
儒
家
経
済
思
想
の
中
被
と

も
云
う
べ
き
「
寡
欲
」
「
均
分
」
は
、
彼
等
の
論
説
を
一
貫
す
品
基
調
で

あ
る
が
、
柄
に
君
主
、
為
政
者
に
対
し
て
寡
欲
な
れ
と
要
求
す
る
。
文
学

等
は
農
村
社
会
の
出
身
者
で
あ
り
、
そ
の
利
害
を
代
弁
す
る
。
す
な
わ
ち

一二六

国
家
権
力
の
重
正
下
に
岬
時
す
る
農
村
の
窮
状
に
鑑
み
、
現
状
打
破
を
主

張
寸
る
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
儒
家
の
正
統
学
風
に
安
住
1
円
、
専
ら

Mm 

「
復
古
」
の
方
向
に
削
い
た
所
に
彼
等
の
忠
加
の
消
慣
性
を
み
る
。

ω
林
振
翰
校
駅
国
学
基
本
能
43
塩
銑
論
、
校
釈
例
古
口
掃
葉
山
房
之

百
干
全
普
及
湖
北
山
町
山
女
需
品
本
別
分
上
下
町
巻

川
凶
郭
抹
古
棟
一
訂
晦
跡
前
諸
本
序

川
明
描
山
吉
百
官
公
卿
表
上
、
御
央
大
夫
事
宵
位
l

仁
川
似
印
古
綬
準
副
zn

制
有
同
丞
秩
千
石

川
判
同
前
、
荒
一
相
指
官
企
印
紫
綬
竿
丞
天
子
叫
担
万
機

同
雑
前
第
六

O
〈
甑
鉄
論
、
以
下
塩
鉄
前
よ
り
の
引
加
は
制
名
と
編

序
の
数
を
一
M
L
.
辺
国
名
は
省
略
す
る
)

刷
誼
宮
慎
十
七
、
犬
夫
日
来
結
安
東
情
年

1
一
一
一
幸
再
出
荷
給
事
読
破

之
下
以
F
卿
大
夫
之
位
獲
梧
受
賜
六
十
省
人
余
年
失

め
本
議
第
一
、
大
夫
日
旬
担
出
目
奴
不
巨
数
為
冠
暴
於
辺
部
備
JL
則
労

中
国
之
士
不
備
則
侵
盗
不
止
先
帝
京
辺
人
之
久
患
帯
為
属
所
係
獲
也

故
陪
障
事
勧
降
熔
屯
成
以
備
之
辺
用
度
不
足
故
興
庇
鉄
設
酒
権
世
均

輸
部
貨
長
財
以
佐
助
辺
費

泊
八
十
三
巻

第
五
月

虫
学
第
十
八
大
夫
日
司
馬
子
言
天
下
隈
隈
皆
為
利
性

司
馬
遷
史
記
貨
殖
列
伝
天
下
民
間
皆
為
利
来
天
下
壊
壌
廿
為

利
佐

川
開
設
学
第
十
八
(
大
夫
)
拘
儒
布
褐
不
完
糟
糠
不
飽
非
相
殺
遊
間
卑

広
度
亦
不
能
得
己

(剖



制
栄
養
第
二
十
五
(
丞
相
史
)
与
其
礼
有
余
而
韮
不
足
寧
義
有
余
而

礼
不
足
夫
洗
罰
以
構
水
升
降
而
進
縮
札
雌
備
然
非
其
貴
者
也

同
地
広
第
十
六
(
大
夫
)
夫
禄
不
過
素
握
者
不
足
以
言
治
家
不
満
楠

石
者
不
足
以
計
事
情
皆
置
鳳
衣
冠
不
完
安
知
国
家
14
政
県
官
之
事
乎

虫
学
第
十
八
(
丈
夫
〕
貧
賎
而
好
議
睦
言
仁
義
亦
不
足
貴
也

間
本
議
抽
一
、
大
央
日
占
之
立
国
家
者
間
本
末
之
途
通
有
無
之
用
市

朝
以
一
英
求
致
士
民
来
万
貨
農
商
工
師
存
得
所
欲
交
易
而
退
易
日
通

其
変
使
民
不
俗
故
工
不
出
則
投
川
乏
商
不
出
則
宝
貨
絶
品
用
ヲ
一
則
穀

不
殖
宝
武
絶
則
財
用
匠

側
相
刺
第
二
オ
(
大
夫
〕
今
儒
者
釈
事
相
而
学
不
腕
之
詰
腕
田
町
久

前
無
益
於
現
往
来
浮
訴
不
耕
而
食
不
蚕
而
衣
巧
偽
山
内
氏
以
奪
世
劫
政

批
亦
当
世
之
所
忠
也

川
開
力
耕
第
一
一
、
大
夫
日
目
京
師
東
西
南
北
帰
山
川
経
郡
国
語
股
富
大

部
無
非
街
術
工
刀
通
商
買
之
所
譲
万
物
之
所
硝
者
故
問
主
人
問
天
時
智
者

同
地
肘
上
士
取
諸
人
中
士
労
其
形
長
温
柴
溺
無
白
金
之
杭
腕
踊
之
徒

骨
猪
頓
之
宮
山
山
周
斉
魯
商
偏
天
下
故
乃
商
百
之
富
或
累
万
金
追
刺
莱

読
之
所
致
也
富
国
伺
必
用
本
農
足
民
何
必
井
岡
也

同
州
錯
幣
第
四
、
大
夫
日
交
幣
通
施
民
事
不
及
物
有
所
井
也
計
本
量
委

民
有
機
者
穀
有
所
蔵
也
智
者
有
百
人
JL
功
鼠
者
有
不
更
本
之
布
人
君

不
調
民
有
相
妨
之
宮
也
枇
其
所
以
或
儲
百
年
之
余
或
不
厭
柚
臨
也
氏

大
宮
則
不
可
以
禄
蚊
也
大
型
則
不
可
以
威
罰
也

管
子
園
品
、
夫
氏
宙
則
不
可
以
禄
位
也
貧
則
一
小
可
以
剖
威
也

桑

弘

の

専

十

世

論

任。

力
耕
第
二
、
大
夫
日
王
者
塞
天
財
禁
閥
市
執
推
守
時
以
軽
重
御
民

軽
量
第
十
四
、
(
御
史
)
今
大
十
六
羽
惇
太
公
栢
官
之
術
総
一
塩
鉄

通
山
川
之
利
而
万
物
殖
史
以
県
官
用
能
見
民
不
問
乏
本
来
並
利
上
下

倶
足
此
器
計
之
所
致

例
力
耕
第
二
(
大
夫
)
汝
漠
之
企
繊
微
之
貫
所
以
誘
外
国
而
釣
胡
美

之
宝
也
夫
中
国
一
端
之
続
得
旬
奴
累
企
之
物
而
損
敵
国
之
用

倒
錯
幣
第
凶
、
大
夫
日
文
有
土
時
縦
民
得
針
銭
部
通
専
西
山
山

京
折
血
開
成
東
呉
国
事
事
漢
羽
因
都
民
呉
郵
鈍
布
天
下
故
有
料
銭
之
禁

禁
也
市
之
法
立
而
灯
的
息
好
偽
息
則
氏
小
期
於
妄
得
而
各
務
其
職
不
反

本
何
為
故
統
一
則
民
不
二
也
幣
白
上
則
下
不
疑
也

州
制
穂
稿
文
雄
博
士
、
先
事
経
済
思
想
史
論
、
節
五
章
法
家
の
経
済
叫

想
第
一
節
管
干
の
経
新
思
加
害
照

側
同
前
、
第
五
章
第
三
節
尚
叶
刊
の
経
済
思
想
参
照

非
酬
明
第
七
、
大
六
日
比
H
商
君
相
秦
也
内
立
法
皮
厳
刑
罰
飾
政
較
怠

偽
無
所
存
外
設
出
府
之
利
取
山
沢
之
税
国
官
民
強
不
賦
自
性
而

師
以
謄

ω
設
宿
第
十
七
、
大
夫
日
道
懸
於
天
物
布
酔
地
廿
者
以
桁
同
日
者
以
臼

宇
都
宵
清
吉
、
説
代
礼
会
経
済
史
研
究
、
第
五
茸
中
一
記
貨
廟
列
伝

研
究
、
一
一
一
司
馬
濯
の
立
場
と
桑
弘
羊
参
照

例
制
郭
沫
若
、
塩
鉄
諭
読
本
、
序

同
判
国
挟
第
二
十
八
(
大
夫
)
文
学
背
山
山
一
…
止
希
渉
大
論
子
大
夫

(
1
R

民
を
指
す
)
附
一
日
小
師
之
日
久

第
八
十
一
一
巻

七

第
五
号



薬
弘
下
の
両
吋
吋
ん
前

郡
深
若
、
前
掲
虫
、
序
、
民
間
米
的
代
表
此
是
「
文
学
」
即
読
書

人
和
「
賢
良
」
即
読
己
人
出
経
被
選
為
了
「
賢
良
方
市
」
的
。

二
唱
祖
人
是
有
了
功
名
、
但
選
投
有
一
定
的
官
職
。

同
穂
積
文
雌
博
士
、
前
掲
語
、
第
二
牛
耳
儒
家
の
経
済
思
甜
審
問

本
議
第
一
、
士
学
封
日
網
開
治
人
之
道
防
接
供
之
原
広
道
徳
之
端

東
啓
超
、
先
泰
政
治
思
想
史
、
話
子
之
最
大
特
色
在
排
斥
功
利
主
義

ん
計
較
利
害
|
|
打
算
盤
的
意
思
部
根
本
反
対
認
為
是
「
醐
利

以
相
按
」
認
為
可
以
招
社
会
之
誠
亡

倒
本
議
第
一
、
(
文
学
〉
末
盛
則
本
肪
末
修
則
民
淫
本
修
則
民
恐
民

強
則
財
用
足
同
修
則
隣
県
土
問
罷
塩
批
酒
桂
均
輸
所
以
進
本
退
末
広

利
操
業
匝
也

力
耕
第
一
一
、
(
文
学
)
理
民
之
道
在
於
節
用
尚
本
分
土
井
田
而
巳

愉
本
議
第
一
、
(
文
学
)
商
所
以
適
齢
滞
工
附
以
備
器
械
非
治
問
之

本
務
也

力
耕
第
二
、
文
学
日
占
者
商
通
物
而
不
予
工
致
牢
而
不
偽
故
君
子

耕
稼
田
魚
其
実
一
也
商
則
長
許
工
則
前
罵
内
懐
闘
闘
而
心
不
作
是
以

薄
夫
駄
間
敦
夫
薄

岡
本
議
第
一
、
文
学
日
孔
子
日
有
国
有
家
者
不
患
寡
而
思
不
均
不
忠

質
而
忠
不
安
故
天
子
不
言
多
少
諸
侯
不
言
利
害
大
夫
不
言
得
尭

力
耕
第
二
、
(
文
学
〉
夫
上
好
珍
怪
則
泣
い
服
一
「
流
是
以
主
者

不
珍
無
用
以
節
其
民
不
愛
合
買
以
寓
其
国

同
前
、
(
文
学
〉
上
九
百
至
治
民
僕
而
貴
本
安
愉
而
寡
求

第
八
十
三
巻

第
五
号

y、

匹目

通
有
第
三
、

狭
脱
糟
糠
也

散
不
足
第
二
十
九
、
賢
品
目
古
室
輿
馬
衣
服
器
械
喪
弟
食
飲
声
色

玩
肝
人
情
之
所
不
能
己
也
故
聖
人
為
之
制
度
以
防
之
問
者
士
大
夫
務

於
権
利
怠
於
礼
儀
故
百
姓
倣
倣
頗
肱
制
度

M

問
刺
復
第
十
(
大
夫
)
今
即
日
良
文
学
療
者
六
十
余
人
懐
六
芸
之
術
鰐

意
極
論
宜
新
聞
光
発
安
倍
往
而
来
於
今
道
古
而
不
合
於
世
務

(
文
学
)
包
帯
移
之
無
窮
也
引
忠
知
施
悶
桶
柚
忠
知

塩
鉄
専
売
諭

塩
は
人
類
の
生
存
に
不
可
欠
の
必
需
品
で
あ
る
。
鉄
は
農
耕
の
利
器
、

戦
陣
の
武
器
な
と
の
主
材
料
で
あ
っ
た
。
塩
と
鉄
は
、
平
時
戦
時
を
通
仁
、

最
も
重
要
な
消
費
財
で
あ
り
生
産
財
で
あ
っ
た
。
埋
も
鉄
も
産
地
が
極
め

て
局
限
せ
ら
れ
、
而
も
交
通
の
発
達
し
居
ら
ざ
る
古
代
中
国
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
軍
要
性
が
格
別
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
早
く
も

「
管
子
」
に
塩
鉄
専
売
に
関
す
る
一
記
述
を
見
る
が
、
春
秋
時
代
に
塩
鉄
専

売
が
行
わ
れ
た
と
は
信
じ
難
い
。
む
し
ろ
、
武
帝
時
代
桑
弘
羊
ら
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
塩
鉄
専
売
の
状
況
や
之
に
関
す
る
思
想
が
、
「
管
子
」
に
織

込
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
秦
及
び
抽
出
初
武
帝
以
前
の
時
代
に
お
い

て
は
、
塩
鉄
は
民
業
と
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
一
課
税
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
尤
も
、
一
部
の
地
方
で
は
専
売
制
を
採
用
し
て
い
た
様
で
あ
る
。

武
帝
時
代
に
お
け
る
塩
鉄
専
売
の
態
様
に
つ
い
て
一
瞥
し
よ
う
。
ま
ず

塩
鉄
担
当
の
行
政
組
織
は
、
最
高
機
関
と
し
て
「
大
司
農
」
が
挙
げ
ら
れ



る
リ
元
約
三
年
(
紀
元
前
一
一
一

O
年
)
東
郭
威
陽
、
孔
僅
の
両
名
が
大
農

丞
、
即
ち
塩
鉄
専
内
の
持
任
次
官
と
な
り
、
駅
伝
の
平
に
来
り
天
下
の
塩

鉄
を
管
領

L
士
。
元
封
一
五
年
(
紀
元
前
一
一

O
年
V

に
は
桑
弘
羊
が
治
莱

都
附
と
な
っ
て
大
農
を
領
し
、
こ
と
ご
と
く
弘
佳
に
代
勺
て
天
下
の
塩
欽

を
背
理
し
た
。
大
農
の
分
局
に
「
斡
宵
」
「
鉄
市
」
が
あ
る
。
「
斡
官
」

は
塩
鉄
及
び
酒
の
甫
売
に
関
す
る
事
務
を
掌
り
、
「
鉄
市
」
は
鉄
器
肢
売

の
事
官
扱
つ
品
。
地
方
機
関
と
し
て
は
、
従
来
の
出
鉄
業
者
を
官
吏
と
し

て
各
地
に
作
ら
せ
た
「
官
府
L

が
あ
る
。
「
塩
官
」
、
「
鉄
官
」
が
こ
れ
で
あ

弘
。
塩
鉄
専
売
の
方
法
に
関
し
て
は
、
東
郭
威
陽
、
孔
僅
両
名
り
建
言
中

に
、
「
剛
山
く
ば
民
を
募
り
白
ら
費
を
給
し
、
県
官
の
器
忙
よ
っ
て
塩
を
煮

て
用
を
与
え
、
以
て
浮
偽
の
路
を
社
が
ん
」
と
あ
b
G
史
記
貨
殖
列
伝
に

素
封
家
と
し
て
列
挙
せ
ら
れ
た
者
の
内
、
塩
鉄
を
以
て
起
っ
た
碕
頓
を
別

と
す
る
と
、
間
部
の
郭
縦
、
萄
の
卓
氏
、
山
東
の
程
鄭
、
短
の
孔
氏
、
曹

の
酔
氏
な
ど
、
何
れ
も
皆
冶
鉄
を
以
て
産
官
成
し
た
者
で
あ
る
。
煮
塩
に

比
し
て
高
一
扱
複
雑
な
技
術
を
要
す
る
冶
鉄
の
事
で
あ
る
か
ら
、
専
門
家
た

る
旧
来
の
冶
鉄
業
者
を
官
吏
と
し
、
彼
等
に
経
営
せ
し
め
、
そ
の
鋳
造
し

た
塩
器
を
庶
民
に
貸
与
し
て
製
塩
に
当
ら
し
め
た
O
で
あ
る
う
。
な
ほ
平

準
書
に
、
専
売
違
反
者
の
処
罰
帆
、
故
鉄
回
収
の
事
も
見
ら
れ
る
ロ
塩
鉄

専
売
に
従
事
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
塩
鉄
論
に
「
卒
践
更
の
者
」
と

あ
れ
川
、
庸
役
も
し
く
は
庸
役
に
代
つ
マ
雇
わ
れ
れ
山
負
民
達
が
一
定
期
間
毎

に
交
替
で
強
制
労
働
に
服
し
た
も
の
主
思
わ
れ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
秦
弘
羊
は
、
こ
の
塩
欽
専
売
を
い
か
に
把
握
し
て
い
た

桑

弘

羊

の

車

売

前

か
。
さ
き
に
は
大
農
丞
、
治
栗
都
尉
と
し
て
、
後
に
は
御
史
大
夫
、
と
し
て
、

塩
鉄
は
じ
め
悶
政
々
策
推
進
の
衝
に
当
っ
た
秦
弘
羊
は
、
当
然
塩
鉄
専
売

を
肯
定
し
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
被
の
論
旨
は
つ
ぎ
の
ご
主
く
で

あ
る
。一

、
財
政
的
意
義
、
彼
は
臨
鉄
専
売
等
の
政
策
が
旬
奴
侵
入
に
対
処
す

る
防
衛
費
の
不
足
補
填
り
た
め
に
必
要
で
あ
る
旨
を
力
説
し
、
「
若
し
こ

れ
を
廃
止
す
れ
ば
、
国
席
は
不
足
し
軍
備
は
疎
ー
と
な
り
兵
姑
続
か
ず
作
戦

組
断
L
民
族
的
宿
願
た
る
旬
奴
征
服
を
頓
挫
せ
し
め
る
に
至
る
、
故
に
こ

れ
を
廃
止
す
る
事
は
出
来
な
い
」
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
彼
が
塩
鉄

専
売
の
主
目
的
を
則
政
収
入
増
加
に
置
い
て
い
士
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
軽
重
篇
の
御
史
の
言
葉
等
は
、
塩
鉄
専
売
が
財
政
上
多
大
の
成
果

を
も
た
ら
し
た
事
を
察
知
せ
し
む
る
も
り
が
あ
る
。

二
、
経
済
攻
策
的
意
義
、
臨
鉄
専
売
は
、
重
要
生
産
主
川
段
た
る
鉄
製
農

器
具
宇
、
生
活
必
需
品
た
る
食
塩
の
生
産
確
保
巨
投
立
つ
。
価
格
の
面
に

於
て
も
従
来
業
者
が
収
出
来
っ
た
独
占
的
利
潤
を
排
除
し
、
消
費
者
に
と

り
有
利
に
決
定
し
得
る
ロ
叉
、
専
売
は
こ
れ
ら
商
品
の
流
通
合
理
化
を
涌

じ
、
農
業
生
産
や
一
般
消
費
牛
活
の
学
足
に
寄
与
す
る
。
た
だ
し
専
売
行

政
担
当
者
に
人
を
得
な
か
吟
た
事
も
あ
り
、
こ
の
様
な
経
済
政
策
的
刈
果

を
充
分
発
揮
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
点
は
、
桑
弘
羊
自
ら
認
め
て
い
る

Q

一
二
、
政
治
的
意
義
、
専
売
実
施
以
前
に
お
い
て
、
塩
鉄
の
生
産
は
比
較

的
大
規
模
に
営
ま
れ
、
多
数
の
流
民
細
民
を
吸
収
し
、
多
き
は
千
を
越
え

る
程
で
あ
っ
た
。
し
か
も
塩
鉄
の
産
地
は
深
山
窮
択
に
偏
在
し
、
精
と
も

三
九

第
八
十
三
巻

五

第
五
号



桑

弘

羊

叩

専

売

論

す
れ
ば
勢
力
強
大
と
な
っ
て
国
家
の
統
制
を
逸
脱
し
、
遂
に
は
王
朝
に
対

L
数
民
を
翻
す
者
さ
え
現
わ
れ
た
。
資
本
集
中
に
基
く
政
治
勢
力
の
拾
頭

を
防
智
、
併
せ
て
貧
富
懸
隔
の
傾
向
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
吋
る
た
め
、
富
前

大
賞
乃
至
地
方
豪
族
の
活
動
を
抑
圧
す
る
所
に
塩
鉄
専
売
の
意
義
を
一
認
め

凶

る
の
で
あ
る
。

ω
宮
崎
市
定
博
士
、
東
洋
に
於
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主
義

。
社
会
審
問

ω
管
子
に
は
塩
鉄
に
闘
す
る
記
述
が
三
ケ
所
あ
る
。
慨
英
次
円
一
通
り

で
あ
る
。

付
海
王
筋
い
】
十
二
管
子
軽
量
五
、
台
、
樹
木
、
六
畜
、
人
に
対
す

る
課
税
を
否
定
し
た
管
子
は
「
山
海
を
官
に
す
べ
し
」
と
説
く
。
塩

鉄
を
官
営
と
し
塩
の
値
段
を
一
升
に
つ
き
二
銭
引
上
げ
る
だ
け
で
一
評

税
に
倍
す
る
収
入
あ
り
、
而
も
尽
衆
に
踊
庫
を
感
ぜ
し
め
る
事
な
く
、

又
脱
税
む
恐
れ
も
た
い
と
一
五
う
。
鉄
に
つ
い
て
も
時
と
右
と
同
様
の

議
論
を
展
開
し
居
る
も
五
に
は
省
略
す
る
。
問
自
国
に
塩
鉄
の
資
源

な
き
場
合
も
、
他
阿
か
ら
の
軸
入
を
よ
日
営
と
す
れ
ば
、
同
様
の
結
果

を
期
待
し
得
る
と
一
古
う
。

伺
地
数
第
七
十
一
k
管
子
軽
重
十
、
芥
の
特
産
物
た
る
塩
を
、
君
主

向
ら
製
造
、
者
積
L
、
春
mu
農
繁
期
に
一
粧
の
製
塩
J
P
Z

禁
じ
で
塩
仙

騰
貴
を
回
っ
た
上
干
販
売
し
且
つ
輸
出
す
れ
ば
、
恰
も
天
下
に
課
税

す
る
が
如
し
と
一
五
う
。

伺
軽
重
甲
第
八
十
管
子
軽
重
三
、
桓
公
は
管
仲
の
説
に
従
い
、

第
八
十
三
巻

第
五
号

四
O 

プミ

十
月
か
ら
翌
年
正
月
に
至
る
聞
に
、
者
塩
を
実
行
し
て
塩
=
一
万
六
千

鐘
を
得
、
之
を
出
先
L
℃
良
企
一
万
一
千
余
斤
を
得
た
と
あ
る
。

内
田
銀
蔵
博
士
は
青
桓
去
の
時
代
に
塩
鉄
専
完
が
行
わ
れ
た
と
い

5
証
拠
は
薄
弱
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
同
悼
士
、
日
本
経
済
史
の
研

究
(
下
〕
塩
鉄
諭
に
就
き
て
参
照

穂
積
文
雄
博
士
は
、
前
掲
書
第
右
京
都
一
節
に
お
い
て
、
「
管
子

は
法
家
思
加
の
典
型
を
為
す
も
、
管
子
は
必
ず
し
も
情
仲
の
撰
す
る

所
に
非
ず
、
春
秋
戦
国
時
代
多
数
人
の
手
に
な
る
」
ム
せ
ら
れ
る
。

ω
漢
書
古
賀
志
萱
仲
釘
の
建
吉
に
「
烹
泰
則
不
然
回
担
口
同

塩
鉄
之
刺
ニ
ア
倍
於
古
と
あ
り
、
又
、
井
軟
第
七
、
大
夫
町
言
に

「
昔
前
君
相
泰
也
円
立
法
度
外
設
百
佑
之
利
収
山
沢
之
税
」
と

あ
る
。
加
藤
博
士
は
「
塩
鉄
町
利
」
は
塩
鉄
の
事
業
に
対
す
る
課
税

の
意
に
解
さ
れ
て
い
る
。
(
同
博
士
訳
註
、
史
記
平
単
車
門
・
漢
書
食

貴
士
山
〉
又
、
内
問
博
士
は
「
董
仲
野
の
塩
鉄
の
利
は
、
非
執
り
山
択

の
税
に
当
る
ベ

L
.
泰
時
官
業
あ
り
と
も
全
困
的
専
有
あ
り
と
は
一
ム

ひ
離
し
」
と
せ
ら
れ
る
。
(
同
博
士
前
掲
冨
一
一
宮
崎
押
士
は
「
幸
町
中
隊

に
対
す
る
欲
求
凸
第
一
は
解
州
塩
に
あ
っ
た
」
と
せ
ら
れ
る
D

(

同
博

士
前
掲
古
)
尚
、
尚
君
書
な
ど
に
も
塩
鉄
に
闘
す
る
説
は
見
当
ら
な
い
。

荷
山
初
心
塩
鉄
事
情
に
つ
い
て
は
左
の
辺
り
。
非
鞍
第
七
、
文
学
日

k
H
文
帝
之
時
燕
塩
銑
之
利
而
民
宮
今
有
之
而
百
姓
困
乏

禁
耕
第
五
、
(
大
夫
)
異
時
塩
鉄
未
龍
布
衣
有
胸
出
人
君
有
呉
王
専

山
れ
之
任
蒋
賦
其
民
販
路
窮
小
以
成
本
成



錯
開
第
四
、
大
天
日
文
部
乙
時
縦
民
得
鮪
銭
冶
鉄
者
塩
呉
王
撞
郵
海

沢ω
第
一
節
、
註
同
参
照

M
W

加
齢
掠
訳
註
、
史
記
平
準
書
漢
書
食
貨
志
斡
官
鉄
市
に
つ

い
て
は
、
同
昌
史
一
記
平
準
害
註
二
二
古
参
焔

川
判
決
書
地
理
志
に
鉄
官
、
也
官
の
配
属
さ
れ
た
県
名
が
U

斗
略
さ
れ
て
い

る
ω

宇
都
宮
市
官
、
漢
代
社
会
経
済
山
研
究
、
第
二
一
平
西
漢
時
代
の

都

町

参

附

州W

刺
権
第
九
(
大
夫
)

川
刷
史
記
平
準
君
門
敢
私
鈴
飲
器
煮
揮
者
欽
左
祉
没
入
其
器
物

制
同
前
、
郡
不
出
鉄
者
置
小
鉄
官
使
屑
在
所
県
加
藤
時
士
前
掲
苦

の
註
に
、
小
鉄
官
と
は
「
古
き
鉄
掠
を
買
い
集
め
て
新
し
き
鉄
則
市
を

鋳
造
す
る
草
を
掌
る
も
の
」
と
あ
る
。

帥
判
禁
耕
第
五
、
(
文
学
)
塩
治
之
処
大
倣
皆
怯
山
川
近
鉄
炭
其
勢
威

返
而
作
劇
都
中
卒
践
更
者
多
不
勘
責

同
漢
書
王
貢
両
理
組
伝
(
貢
再
伝
)
今
漠
家
持
銭
及
諸
蝕
官
皆
慌
吏

半
徒
攻
山
取
銅
鉄
一
歳
功
寸
万
人
己
上
中
農
食
七
人
是
七
寸
万
人
常

受
其
飢
也

関
前
節
註
仰
の
文
に
続
い
て
日
今
議
者
献
龍
之
内
空
府
庫
之
蔵
外

乏
執
備
/
~
用
使
備
裳
釆
城
之
士
機
寒
於
辺
将
何
以
謄
之
龍
之
不
便
也

又
日
く
、
欲
罷
塩
鉄
拘
輸
用
損
武
略
無
誕
辺
」
ノ
~
心

州
制
程
軍
第
J
l
四
(
御
史
」
大
夫
君
為
治
架
部
尉
管
制
大
出
功
灸
刺
搭

桑

弘

羊

の

巧

完

諭

滞
開
利
百
脈
是
以
万
物
流
迎
而
県
官
寓
貴
当
此
」
/
時
四
万
柾
恭
乱
甲

車
之
由
民
克
波
之
宜
以
億
万
計
骨
婚
大
司
農
此
皆
扇
鵠
之
力
耐
塩
鉄
之

福
也史

記
平
準
君
県
官
有
塩
鉄
結
銭
之
故
用
益
続
失

川
刷
本
議
第
一
、
(
大
夫
〕
先
市
建
鉄
官
以
婚
燥
用
閥
均
輔
以
足
民
間

塩
鉄
均
輸
万
民
所
戴
仰
市
取
給
者

同
州
禁
耕
第
五
、
大
夫
日
山
海
有
禁
而
氏
不
傾
貴
賎
有
平
町
民
不
疑
県

官
設
街
立
準
人
従
所
枇
酷
使
五
尺
息
子
適
巾
H

甚
之
能
批
今
罷
去
之
則

議
民
撞
其
用
而
専
共
利
決
市
岡
巷
一
一
同
下
在
日
吻
貴
賎
無
常

ホ
早
第
三
十
六
(
大
+
六
)
鉄
力
不
利
錬
迎
柔
不
和
故
有
司
討
総
塩

鉱
一
其
用
平
其
百
間
以
便
百
姓
公
私

岡
本
議
第
一
、
(
太
夫
)
塩
銑
均
輸
所
以
通
香
川
而
調
緩
急

本
節
註
州

側
復
古
第
六
、
(
大
夫
)
吏
或
不
良
い
四
方
令
不
行
他
民
煩
昔
之

側
同
前
ハ
文
夫
)
浮
食
受
民
好
散
指
山
都
之
貨
以
致
富
業
役
制
制
民

住
者
豪
彊
大
塚
得
管
山
梅
之
利
架
鉄
訂
政
的
賓
塩
一
家
緊
衆
或

王
子
会
人
大
紅
尽
収
放
流
人
民
血
遠
居
郷
旦
来
噴
墓
依
情
大
家
粟
楳

山
窮
訳
之
中
成
姦
偽
之
業
遂
朋
党
之
維
某
軽
為
非
亦
大
桑

禁
耕
第
五
、
(
大
夫
)
異
時
塩
鉄
未
慌
布
衣
右
胸
部
人
君
有
呉
王

草
山
川
之
院
薄
賦
共
民
賑
賠
抗
小
以
成
車
戚
私
戚
宮
間
逆
節

L
心
什

今
放
民
於
権
利
罷
塩
鉄
以
資
暴
彊
遂
其
責
心
衆
邪
群
褒
私
門
成

党
則
強
引
日
以
不
制
巾
井
兼
之
徒
姦
形
成
突

第
八
十
一
ニ
巻

第
五
円
乃
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桑

弘

平

の

専

売

論

錯
幣
第
四
、
第
一
節
註
間
同

漢
書
食
貨
志
、
県
官
大
空
治
前
脅
坂
制
或
累
万
金
而
布
佐
公

家
之
急

側
復
古
第
六
(
大
央
)
令
意
総
一
塩
鉄
非
独
為
利
入
也
将
以
建
本
抑

末
離
朋
党
禁
陸
修
絶
井
兼
之
路
也

軽
基
第
十
四
(
御
史
)
龍
天
下
塩
鉄
諸
利
以
排
富
商
大
買

禁
排
第
五
(
大
安
)
彊
接
弱
抑
則
斉
民
消

桑
弘
羊
は
軍
事
的
見
地
か
ら
も
塩
融
専
売
の
要
あ
り
主
す
る
。
即

ち

復
肯
第
六
(
大
夫
)
鉄
器
兵
荘
天
下
之
大
用
也
非
衆
庶
所
立
事
也

四

t士七

判

桑
弘
芋
の
昼
鉄
背
売
昨
日
定
論
に
対
す
る
批
判
は
、
賢
良
文
学
の
専
売
廃

止
の
主
振
と
し
て
塩
鉄
論
中
に
展
開
せ
ら
れ
る
。
彼
等
は
ま
ず
儒
学
の
徒

主
し
て
の
思
想
的
立
場
か
ら
専
売
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
専
売
は
国

家
が
民
と
利
を
争
う
も
の
で
あ
っ
て
、
国
家
の
政
策
と
し
て
不
適
当
な
り

シ
断
ず
る
。
桑
広
羊
等
の
、
国
家
の
利
益
、
君
権
強
化
の
為
に
は
手
段
を

選
ば
ぬ
法
家
的
理
念
主
鮮
明
に
対
立
す
る
、
儒
家
的
徳
化
政
治
の
主
張
で

あ
る
。
「
幽
家
の
営
利
行
為
は
、
人
民
の
精
神
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

素
朴
主
義
精
神
は
次
第
に
失
わ
れ
、
功
利
打
算
の
風
が
農
村
祉
会
に
畏
透

す
る
。
人
々
は
本
業
た
る
農
を
棄
て
て
商
工
の
末
莱
に
趨
り
、
自
ら
著
修

の
風
を
生
じ
、
農
村
経
済
を
破
防
罰
す
る
に
至
る
」
と
文
学
は
述
べ
ふ
ロ
叉
、

第
八
十
三
巻

ノ1

第
五
号

国
家
の
営
利
行
為
に
伴
う
官
僚
の
商
人
化
か
ら
生
ず
る
貧
官
汚
支
の
横
行
、

特
に
高
級
官
界
の
腐
敗
を
指
摘
し
て
、
「
彼
等
は
私
腹
を
肥
や
し
者
修
に

流
れ
、
そ
の
気
風
が
園
長
一
般
に
波
及
し
て
勤
労
意
歓
を
低
下
せ
し
め
た
」

と
云
う
。
専
売
そ
の
他
の
財
政
々
策
の
立
案
、
実
施
り
た
め
、
商
工
人
の

官
界
進
出
が
必
要
と
せ
ら
れ
、
其
畑
結
果
政
界
の
清
潔
き
が
失
わ
れ
た
事

は
、
司
馬
遷
も
屡
々
指
弾
し
て
い
る
。

塩
鉄
専
売
が
財
政
上
多
大
の
成
果
を
挙
げ
た
事
は
、
司
馬
遷
も
一
認
め
て

い
る
。
従
来
最
も
高
利
潤
の
事
業
し
乙
目
さ
れ
、
多
く
の
素
封
家
を
輩
出
し

た
塩
鉄
の
業
を
官
に
移
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
庫

r巨
額
の
収
入
を
画

し
た
事
は
怪
し
む
に
足
り
向
。
司
馬
遷
は
「
夫
れ
、
食
を
用
っ
て
富
を
山
本

む
る
は
、
農
は
工
に
如
か
ず
、
工
は
商
に
如
か
ず
」
と
喝
破
L
b
E
桑
弘

羊
は
こ
れ
を
国
政
の
上
に
果
敢
に
実
証
し
た
。
彼
の
財
政
的
手
腕
が
尚
く

一
評
価
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
「
管
子
」
に
は
、
専
売
に
よ
る
特
別
利
潤

部
分
を
以
て
租
税
に
擬
L
、
専
売
を
以
て
消
費
税
の
一
変
態
と
す
る
み
か

た
が
の
っ
て
い
る
ω

桑
弘
羊
の
意
識
の
祖
に
も
、
此
円
租
税
専
売
の
考
え

力
が
多
分
に
作
用
し
て
い
た
事
と
思
わ
れ
品
。
モ
し
で
こ
の
点
が
、
塩
鉄

高
完
が
そ
の
後
も
種
々
の
非
難
を
蒙
り
乍
ら
、
容
易
に
廃
止
さ
れ
な
か
っ

w
 

た
理
由
で
あ
ろ
う
。

賢
良
文
学
は
、
次
に
は
塩
鉄
専
売
実
施
の
結
果
表
面
化
し
た
経
済
現
象

乞
指
摘
じ
て
、
「
坂
鉄
専
売
は
人
民
の
経
済
生
活
に
主
り
有
害
無
益
な
り
」

と
断
ず
る
。
官
製
品
は
、
そ
の
品
質
価
格
配
給
す
べ
て
の
固
に
於
て
、
農

民
の
利
使
を
度
外
視
し
士
画
一
的
、
官
僚
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
為
に
農

区耳



業
の
生
産
性
は
低
下
し
、
専
売
に
付
随
す
る
明
日
制
労
働
等
の
こ
左
本
あ
り
、

農
家
経
済
の
蒙
っ
た
打
撃
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
文
学
等
は
、
こ
の
様
な
農

家
経
済
の
立
場
か
ら
の
塩
鉄
専
売
に
対
す
る
非
難
を
代
升
し
て
い
る
。
尤

も
、
当
時
は
挙
国
的
戦
時
体
制
ド
に
あ
り
、
若
し
無
統
制
に
放
任
せ
ら
れ

た
と
し
て
も
、
重
要
戦
略
物
資
た
る
塩
、
鉄
は
、
恐
ら
く
民
需
の
聞
に
お

い
て
強
い
圧
迫
を
蒙
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
ロ
こ
の
様
な
経
済
外
的
条
件
を

考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
経
済
政
策
的
な
菌
で
塩
鉄
専
売
に
寄
せ
ら
れ
た

非
難
は
、
正
鵠
を
失
す
る
点
も
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
文
学
は
文
、

「
塩
鉄
専
売
が
国
家
に
莫
大
な
収
入
を
鷲
し
た
と
大
夫
は
称
す
る
が
、
其

の
収
採
は
一
に
農
民
大
衆
白
犠
牲
に
於
て
強
権
的
に
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の

で
は
た
い
か
、
」
と
反
駁
し
て
い
写
。
桑
弘
羊
が
境
鉄
専
売
の
経
済
政
策

的
意
義
を
云
々
す
る
の
は
、
財
政
的
目
的
を
紛
飾
し
、
専
売
の
弊
害
を
糊

塗
せ
ん
が
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

塩
鉄
専
売
の
政
治
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
上
う

Q

桑
弘
羊
は
法
家
者

流
の
国
家
本
位
、
君
権
強
化
、
弱
民
政
策
の
立
場
よ
り
、
豪
宮
の
存
在
を

否
定
せ
ん
し
し
す
る
。
そ
の
た
め
に
豪
富
存
立
の
有
刀
な
経
済
的
基
盤
た
る

塩
欽
の
業
を
、
彼
等
の
掌
中
か
ら
国
家
に
奪
取
L
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

財
政
的
目
的
と
政
治
的
目
的
、
と
の
合
一
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
は
塩
鉄
専
売
は
甚
だ
効
果
的
で
あ
っ
た
し
、
彼
の
識
見
は
高
い
評
価
を

受
け
る
に
値
し
よ
う
。
だ
が
同
家
と
豪
首
勢
力
と
に
対
す
る
阿
世
響
に
肢
惑

せ
ら
れ
て
、
国
民
大
衆
の
生
活
へ
の
影
響
を
閑
却

L
た
憾
が
あ
る
。

要
す
る
に
桑
弘
芋
は
財
政
資
金
調
達
に
専
念
没
頭
し
て
、
健
全
な
る
農

桑

弘

芋

の

専

売

諭

村
経
済
の
保
全
に
つ
い
て
は
顧
慮
す
る
迫
が
な
か
っ
た
、
し
乙
い
う
の
が
災

状
で
あ
ろ
う
。
国
家
財
政
あ
る
を
知
っ
て
農
村
経
済
あ
る
を
知
ら
ぬ
、
こ

こ
に
彼
の
経
済
観
、
循
環
す
る
総
体
と
し
て
の
経
済
担
握
の
欠
如
が
窺
わ

れ
る
。ω

小
島
祐
馬
博
士
、
古
代
支
那
研
究
、
法
家
り
強
固
弱
民
説
参
照

倒
本
議
第
一
、
文
学
日
古
者
貴
以
徳
眼
用
兵
孔
子
日
述
人
不
服
則
修

文
徳
以
来
之
既
来
之
則
安
之
今
廃
道
徳
而
任
兵
ヰ
興
師
而
伐
之

文
学
の
批
判
は
、
式
出
閣
の
武
力
政
策
そ
の
も
の
に
向
は
ざ
る
を
得
向

事
と
な
り
、
戦
争
反
対
論
と
な
る
。

ω
本
議
第
一
、
(
文
学
)
今
都
国
有
権
鉄
酒
桂
均
輸
与
民
争
利
散
敦

厚
之
楼
成
貧
部
之
化
問
疋
以
百
姓
就
本
者
寡
姐
末
岩
舟

司
馬
迭
は
貨
殖
列
伝
に
於
て
「
民
と
利
を
争
う
は
最
下
な
る
者

と
山
也
ペ
て
い
る
。

ω
刺
権
第
九
、
(
文
学
〕
自
利
官
之
設
三
業
之
起
貴
人
家
雲
行
於
塗

最
撃
於
道
摂
公
法
申
私
利
跨
山
沢
捕
官
市
非
特
巨
梅
魚
塩
也
執
国
家

之
柄
以
行
海
内
非
特
田
市
之
掛
陪
臣
之
権
也
戚
重
於
六
卿
官
累
於
陶

荷
興
服
借
於
王
公
宮
室
溢
於
制
度
井
兼
列
宅
是
以
耕
者
釈
来
而

不
動
百
性
出
釈
而
慨
怠
何
者
己
為
之
而
彼
取
之
悟
惨
相
効
上
升
而
不

息
此
百
姓
所
以
滋
偽
而
辛
帰
本
也

M
W

史
記
平
準
書
、
入
物
者
補
官
出
貨
者
除
罪
選
挙
陵
M
E
廉
恥
相
冒

(
戚
陽
-
孔
僅
弘
羊
〕
三
人
言
利
事
析
秋
宅

吏
道
益
雑
木
選
而
多
賀
人
実

第
八
十
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義

弘

主

の

専

売

前

吏
民
之
坐
南
鋳
金
融
死
者
数
十
万
人

卜
式
言
田
県
官
当
食
租
衣
税
町
巳
今
弘
羊
令
吏
些
市
列
車
版
物
求

刑
亨
弘
羊
天
乃
市
川

ω
第
一
節
一
証
的

的
立
殖
列
伝
、
加
政
繁
博
士
訳
註
前
掲
書

川
問
削
判
沫
若
、
前
掲
帯
、
序
、
漢
武
帝
一
代
的
え
治
武
功
硝
是
以
五
品
一

高
級
的
回
家
肘
経
政
措
為
基
磁
的
丙
千
多
年
前
就
有
桑
弘
芋
這
様
有

腕
力
的
偉
大
肘
政
家
応
該
説
是
値
得
競
異
的

宇
都
官
情
肯
著
漢
代
社
会
経
済
史
研
究
、
一
八
一
頁
に
「
撫
鉄

論
の
英
訟
者
開

mmg・
呂
'
(
宮
古
は
桑
弘
芋
の
肘
政
論
を
一
両
く
評

価
し
、
ぞ
れ
は
、
今
日
白
ヨ

i
p
ヅ
パ
の
理
性
を
も
、
満
足
さ
せ
る

に
見
る
正
し
さ
を
も
っ
て
い
る
ー
と
そ
の
序
文
に
い
り
て
い
る
L

と
あ

る。

川
開
前
節
註

ω

第
二
節
註
幽
幌
重

制
波
書
、
元
市
川
紀
、
食
貨
志
に
よ
れ
ば
、
元
帝
り
初
元
五
年
ハ
紀
元

前
四
四
年
)
に
塩
鉄
官
を
罷
め
、
永
光
三
年
(
紀
元
前
回
一
年
)
に

用
度
不
足
を
以
亡
復
塩
鉄
官
を
置
く
と
あ
る
。
以
後
、
後
漢
時
代
ま

で
概
ね
引
統
い
て
専
売
制
が
採
ら
礼
士
。

似
非
快
節
七
、
文
学
日
待
文
帝
之
時
調
布
鉄
之
利
而
氏
官
λ
U
f

有
之
刷

自
性
困
之
未
見
利
之
所
利
也
一
一
阿
見
其
害
也

史
記
干
準
害
、
郡
国
多
不
便
県
官
作
塩
鉄
歌
加
古
思
別
世
或
前
八
リ

第
八
十
こ
巻

民
売
買
之

間
ホ
早
第
三
六
、
(
賢
良
)
県
古
鼓
蹄
鉄
器
大
拡
多
為
大
器
務
応

U
R
程
不
給
民
用
民
用
鈍
弊
剖
草
不
桁
品
以
山
間
夫
作
劇
得
磁
者
少
百
姓

苦
之
失

同
前
、
賢
良
日
故
民
得
占
租
政
的
安
塩
土
時
取
与
五
穀
同
頁
器
利

而
中
間
今
県
官
作
鉄
器
多
背
志
用
世
不
相
卒
佐
似
耐
力
刊
不
尽
家
人

相
一
文
子
裁
力
各
務
為
善
訴
鼎
不
善
者
不
集
品
劫
急
親
迎
桁
之
肝
陪

之
閲
民
相
与
市
買
得
以
財
貨
五
A
M
新
排
日
制
貨
或
時
民
民
不
粟
刊
業
置

刊
揖
各
得
所
批
更
綜
省
約
県
官
以
徒
復
刊
耕
治
世
情
諸
出
民
恒
之
今

総
其
原
壱
其
買
器
多
堅
概
善
悪
無
所
制
支
数
不
花
時
難
得
家
人
不
能

多
儲
多
儲
則
前
胴
生
賢
官
腕
之
日
遠
市
旧
持
則
後
良
時
塩
銑
賀
貴
百
姓

不
使
貧
民
或
本
耕
手
蒋
十
穂
波
食
鉄
晴
光
器
不
合
成
頗
凧
人
ヨ
氏

州
仰
非
職
第
七
、
(
文
学
)
利
不
従
天
米
不
従
地
山
一
一
収
之
氏
問
調
之

百
倍
此
計
之
失
者
也

凶
穂
郡
文
雄
博
士
、
先
奉
経
済
思
想
史
論
、
第
五
章
法
事
の
経
済
思

知
山
参
照

的
梁
啓
超
、
先
奈
政
治
思
想
史
、
将
塩
鉄
珂
業
収
相
官
位
即
加
其
価

以
為
税
如
此
既
合
於
租
税
普
遍
之
原
則
亦
使
私
人
無
由
独
占
而
岡
利

也
法
家
者
流
之
生
計
政
策
昨
立
於
国
家
主
義
基
礎
之
上
所

調
「
我
能
為
君
闘
よ
地
充
府
開
」
武
子
所
斥
為
「
民
賊
」
者
也

目。
第
五
号
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